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導入した切断機
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最新のコンピュータ制御CNC機の形鋼切断機を導入し、切断寸法決めの自動化や切断
精度及び切断速度の高速化を図り、ユーザーが要求する短納期及び要求品質に的確に応
え受注の拡大につなげる。

形鋼切断機の導入で高品質化・高生産化を図り
受注拡大に繋げる

現在使用している形鋼切断機は、老朽化による製品精
度の劣化と加工速度の不足から他の機械加工工程に影
響が出ていたことから、材料の高速最適切断条件の自
動設定が可能で、切断寸法や角度切断の入力も簡単に
設定できるコンピュータ制御によるCNC機搭載形鋼切
断機を導入する必要があった。

これまで手作業で裁断寸法・切断角度等を決めていた
が、導入した新切断機はコンピュータへデータを入力す
るだけで精度の高い切断と高速化を実現した。このこと
により、取引先が要求する短納期への対応が可能とな
るとともに高精度化及び高速化による取引先の信頼向
上、受注拡大に応じられる体制が確立できた。

最新のコンピュータ制御CNC機の形鋼切断機を導入した事で、切断寸法決めの自動化で切断精度及び切断速度の高
速化が図られ、ユーザーが要求する短納期及び要求品質に的確に応える体制が確立された。今回の導入をきっかけに
後継者である息子及び従業員の意欲・資質向上に繋がり、今後更に安定した経営が行える事となった。

事業のきっかけや目的 事業の取り組み内容と成果

有限会社海野鉄工

事業化に向けての今後の取り組み
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牛舎の組立状況ビルの組立状況切断した鉄骨製品の加工

　私たち海野鉄工は、地域の皆様の暮らしに密着し貢献することで、豊かでより良い地域社会作

りに取り組んでいます。

　また、品質の高い鉄骨製品と技術を提供し「夢をかたちに　かたちを未来へ」をモットーに、

社員一人ひとりの誠意と活力でこれからの新しい時代を開拓していきたいと考えています。

「夢をかたちに　かたちを未来へ」

有限会社海野鉄工
代表取締役　海野　隆文
昭和59年9月27日
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当社は、昭和23年から先代社長
が馬のヒヅメに装着する蹄鉄業
をしていた。昭和59年に有限会
社海野鉄工に商号変更し、時代
の流れと共に、その技術を活か
し同じ鉄を使う溶接鉄鋼業を中
心に鋼構造物工事業や土木・と
び工事業を行っている。


